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ターミナル

玉藻公園

高松築港駅

駅前広場

高松港

多目的広場

官民連携による『サンポートFACT（Free Area Creation Takamatsu）

プロジェクト』を始動します！

高松市エリアデザイン・アーキテクト委嘱式

令和４年８月１９日（金）
高 松 市



サンポートエリアに関係する様々な人材

○学識経験者（大学教授） ○交通事業者 ○イベント関係者
○インフラ整備事業者 ○学生 ○施設管理者（市）
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令和３年度 ヒアリング実施

・時代の変化に柔軟に対応できる仕組み

◆ 公共空間を有効活用した、にぎわいの創出

・公共空間利用のハードルを下げる仕組み

◆ 課題の共有

新たな合意形成体 ＝ エリアプラットフォーム

◆ アーバンデザイン

・ 関係者の抱える課題を共有

・ 課題同士をマッチング

・ 一体的な都市空間のビジョン提案

・公共空間を有効活用したコンテンツの創造

エリアの価値向上 ＝ 公共空間の開放

行政としての役割民間主体の枠組み

市、有識者３名

役割 役割

フェーズ０ ～令和３年度の取組～
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フェーズ０ ～令和３年度の取組～
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（国道フェリー廃止）

現時点での未来ビジョン【短期】

サンポート多目的広場

駅前広場（駅間連絡）

・イベント開催
マルシェ・キッチンカー等

玉藻公園

・イベント開催

バラ園周辺

・イベント開催

水城通り

・イベント開催
マルシェ・キッチンカー等

・イベント開催

あつまるエリアへ

が

ひと
もの

こと

史跡保全による制約

国道フェリー廃止により
車道需要の低減

シーフロントプロムナード

・周辺住民の憩いの空間（遊歩道）

・商店街との回遊性向上

・海を感じるツール

・各施設への誘導 ・文化財の活用
県産品売り場・飲食店

玉藻公園西側

・イベント開催

・瀬戸内海との一体感

・漁業との連携

エリア全体

・MaaS （レンタサイクル）
→民有地活用推進

玉藻公園

高松築港駅

多目的広場

シーフロント

プロムナード

キャッスルプロムナード

／水城通り

バラ園周辺

駅前広場（駅間連絡）

高松

マリーナ

イベント開催における課題

・車両（搬入用）進入

・熱源等の確保

・日差し・風対策



現時点での未来ビジョン【中・長期】

つながるエリアへ

が

人
移動

情報

丸亀町商店街方面

県民

ホール

県立

ﾐｭｰｼﾞｱﾑ

北浜
方面

サンライズテラス

旧宇高フェリー

朝日町

福岡町

方面

公設
市場
方面

（国道フェリー廃止）
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高松

マリーナ

天守閣
復元

交通モード
の
連携

水産棟との連携向上

高松港

・世界につながる港へ

・島を身近に

エリア全体

・MaaS

・移動をパッケージ

・一体性

・道路、施設再編

意見の受け皿

情報発信

サービス提供

駅前広場

・広場の再編

・イベントしやすい設備

・各施設への誘導

・海を感じるツール

・窓口の一元化

フェーズ０ ～令和３年度の取組～
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フェリー

ターミナル



サンポートエリアのまちづくり －エリアの歩みかた－

フェーズ０ ～令和３年度の取組～

人の滞留

持続性を目指して

土地の開放

エリア

プラットフォーム

“当事者”が増える シビックプライドの醸成
へ
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合意形成体の最適化を図る
ハブ機能

プラットフォームアーキテクト

（高松市エリアデザインアーキテクト）

市長

委嘱

（公共空間の利活用）

多目的利用を促す
仕組み作り

高松市公共空間利活用検討
プロジェクトチーム（ＰＴ）

公共空間の開放エリアプラットフォーム

フェーズ１ ～令和４年度の取組～
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連携・議論

高松市が管理する公共空間（駅前広場等）の開放に向け、連携・議論をスタート！
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施設管理者や
規制・誘導施策
担当課で構成



フェーズ２ 今後の進め方 ～プラットフォームの形成イメージ～

Ｒ３年度の議論の深度化

〇令和３年度にヒアリングを実施した「サンポート
エリアに関係する様々な人材」を中心に、アーキテ
クトと関係者（プレイヤー希望者、官民の利害関
係者、交通事業者）のマッチングを行い、議論の
深度化を図る。

◎ 議論内容の公開

◎ エリアの目指すべき

ビジョンのブラッシュアップ

エリアプラットフォーム

合意形成体の最適化を図る
ハブ機能

プラットフォームアーキテクト

(高松市エリアデザイン・アーキテクト)

高松市
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情報発信

高松市
ＰＴ

議論

議論 議論

プレイヤー
希望者

利害関係者

交通事業者



フェーズ３ プラットフォームの強化 ～チャンネルの増強～
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◎ 更なる提案窓口の

強化を目指す

フェーズ２における議論の深度化

〇広く参画できる提案窓口を設置し、アーキテク
トと関係者（プレイヤー希望者、官民の利害関
係者）のマッチングを行い、さらに議論の深度化
を図る。

エリアプラットフォーム

情報発信

プレイヤー
希望者

地権者

企業

住民

交通
事業者

行政合意形成体の最適化を図る
ハブ機能

プラットフォームアーキテクト

(高松市エリアデザイン・アーキテクト)

高松市

プレイヤー？

出資者？

提案の受付

＜窓口＞

ソフト事業の展開
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サンポートFACT（Free Area Creation Takamatsu）プロジェクト
プラットフォームの形成（ビジョンの共有）、公共空間（インフラ施設）の有効活用（開放）

フリーアドレスシティたかまつ（Free Address City Takamatsu）
地理空間データ基盤の構築（インフラ情報のデジタル化・オープン化）


